


















































































?2014 年 11 月，南仏のモンペリエ大学で国際シンポジウム「フランス現代哲学におけるプラトン」が











































































































　彼は，1921 年 11 月パリでの生活を始め，翌年から旺盛に執筆活動を再開し，1923 年には優れた翻訳
者ボリス・ド・スクレゼールの助けを得て，そして彼自身フランス語に堪能だったことが奏功して，著
作や論文をフランス語で次々に発表した。ロシア語よりも先に出版された作品も出てくる。例えばパス

















































































































































解体してこそ，現実の太陽と交わる道は開かれる。バタイユはそう考えていた。1927 年 1 月に執筆さ





















être（英語の be，ドイツ語の sein，ラテン語の sum，古代ギリシア語の einai）で，「A は B である」



































































































































































（1） 本稿は，2018 年 6 月 23 日に法政大学市ヶ谷キャンパスにおいて同大学文学部哲学科主催により開催された
47プラトンとフランス現代思想
公開シンポジウム「プラトンと現代」での発表をもとにしている。
（2） 『言語と文化』（法政大学言語・文化センター紀要）第 15 号所収，2018 年 1 月。
（3） Platon et la philosophie française contemporaine – Enjeux philologiques, historiques et philosophiques．
SousladirectiondeRodolpheCalin,Jean-LucPérilliéetOlivierTinland.ÉditionsOusia,2016,p. 9.
（4） これには諸説あって，『オックスフォード希英辞典』の sozein の項目によれば紀元 5 世紀のプロクロスの
『天文学的諸理論の概要』第 5 章 10 が出典元となる。
（5） Platon et la philosophie française contemporaine, op.cit.,p. 8etp. 20.
（6） Les Œuvres Complètes de Georges Bataille, tome VIII,Gallimard,1976,p. 563.
（7） 邦訳と仏訳を参照して訳出した。邦訳は，近田友一訳『悲劇の哲学―ドストエフスキーとニーチェ』（現
代思潮新社，1988 年，7 頁）を，仏訳（初出は 1926 年）は，La philosophie de la tragédie – Dostoïevski et 
Nietzsche,traduitdurusseparBorisdeSchloezer（nouvelleéditionprésentéeetannotéeparRamonaFo-
tiade,LeBruitdutemps,2012,p. 39）を参照にした。
（8） 次の仏訳（1923 年初出）から訳出した。LéonChestov,La Nuit de Gethémani, Essai sur la philosophie de 
Pascal, traduitdurusseparJ.Exempliarsky,Éditiondel’éclat,Paris,2012,p. 109-110.
（9） 邦訳と仏訳を参照して訳出した。邦訳は，植野修司・天野和男訳『魂をたづねて― 死の啓示』（雄渾社，
1975 年，203-204 頁）を，仏訳は LéonChestov,Les Révélations de la mort – Dostoïevsky – Tolstoï,traduit.
etpréfacedeBorisdeSchloezer（Paris,LibrairiePlon,1923,p. 188-189）を参照にした。
（10） 『ヨブの秤の上で』第 2 部の邦訳は『死の哲学―儚きものの哲学』の題名で雄渾社より植野修司訳で出版
されており，この邦訳 30 頁を参照にした。仏訳は LéonChestov,Sur la balance de Job, pérégrinations à tra-








（……）とらえそこなうことはないだろう」（田中美知太郎訳『国家』第 7 巻 517B～C，岩波文庫，下巻，
2002 年，101-102 頁）。
（13） シェストフの言う「プロティノスが語りかつ欲したあの《最も重要なもの》」とは，『エネアデス』第 1 巻第
7 論文「ディアレクティケーについて」の第 5 節にある言葉「哲学とは最も重要なものではないだろうか」に
由来する。
（14） 『エネアデス』第 6 巻第 7 論文「多数のイデアについて，善について」の第 34 節から第 36 節にかけては，
彼の哲学の極致が語られているのだが，そこに照らして補足すれば，「最も重要なもの」とはプロティノスの
体系の最上位にある「一者」のことである。
（15） プロティノス『エネアデス』第 6 巻第 7 論文第 35 節，田中美知太郎訳『プロティノス全集』第 4 巻，1987
年，483 頁。
（16） たとえば拙著では『バタイユ　魅惑する思想』（白水社，2005 年），『バタイユ』（青土社，2009 年）など。
拙論では「『サン・スヴェールの黙示録』とジョルジュ・バタイユ」（『言語と文化』第 8 号，2011 年），「人体，
人間，民族誌学―『ドキュマン』前夜から」・「表出と批判―『ドキュマン』の図像世界」・「転覆，そして浮
遊する空間」（『言語と文化』第 9 号別冊，2012 年），「存在と観照―バタイユの論考「80 日間世界一周」を
めぐって」（『言語と文化』第 11 号，2014 年），「ジョルジュ・バタイユと哲学―『ドキュマン』の時代へ向
けて」（『言語と文化』第 12 号，2015 年）など。
（17） Les Œuvres Complètes de Georges Bataille, tome I,Gallimard,1973,p. 217.
（18） Ibid.,p. 231.
48 文学部紀要　第 78 号
（19） プラトンは太陽の直視には「慣れ」が必要だと説いている。つまり太陽を直視できるということだ。『国家』
第 7 巻 515E～516B を参照のこと。
（20） 『パルメニデス』130C～E を参照のこと。
（21） Les Œuvres Complètes de Georges Bataille, tome I,Gallimard,1973,p. 81.
（22） この点に関しては拙訳『太陽肛門』（景文館書店，2018）の訳者解題を参照していただきたい。
（23） デリダのこの論文に関しては岩野卓司「「真面目な」バタイユ―バタイユからデリダへの「継承」につい
て」，『言語と文化』第 10 号別冊，2013 年 3 月，236 頁）が好論である。
（24） この言葉自体は『ティマイオス』52A に語られ，種山恭子氏および岸見一郎氏の邦訳では「場」，Léon
Robin のフランス語訳では«place»となる。


























roledeBataille: « Il（Platon）tented’établir autantqu’il peutunédifice rationnel, etqu’il ya
pourtantquelquechoseau-delà...»
Platonetlapenséefrançaisecontemporaine
―Chestov,BatailleetDerrida
TakeshiSAKAI
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